

























































































































































































































































































は去年 1 年間で延べにして約 1,500 名ほど、日本
人の企業の皆さん（政府、自治体の人達が多い）
を受け入れて中国語を教えてます。教え方として
は、中国語学校というのはいっぱいありますけれ
ども、その中で、やっぱり企業の人達が多いもので
すから、たとえば銀行の人達だったら銀行の人達
が使う専門用語、それから鉄鋼メーカーの企業の
人迷でしたら鉄鋼関係で使う専門用語も含めて、
いわゆるビジネス中国語と言ってますけれども、
そういうものも教えているということでございま
す。
以上宣伝になりまして申し訳ありません。私共
は一応民間という形になっておりますので、日中
間が政治的、外交的に非常に悪化した時期でも、
一貫して中国を主としたアジア諸国との交流を深
めていっています。引き続きそういう分野での交
流を深め、一番大事な相互の協力、理解というこ
とに力を入れていきますので、皆さん方もしご関
心、興味がありましたら、東京の赤坂に事務所が
ありますので、どうか遠慮なく訪ねてきてくださ
い。中国語を勉強したいということであればそれ
でも結構です。歓迎いたします。
ちょっと長くなりましたけれどもこの辺で失礼
いたします。ありがとうございました。
【司会】 どうも星さんありがとうございました。
星さんはハルピン生まれということで、しかも中
国の方よりも中国語がお上手だということです。
またご興味がございましたら霞山会をご品展にお
願いしたいというふうに思います。
それでは早速ですけど、ただいまから講演会を
聞かせていただきます。メインテーマは「大陸に
あった日本の高等教育機関と東亜同文書院」とい
うことであります。この趣旨はどういうことかと
申しますと、愛知大学は東亜同文書院の教職員お
よび学生諸君から引き揚げてできあがった学校で
ございます。メインはそういうことでございます
大陸にあった日本の高等教育機関と東亜同文書院
けれど、途中から、戦争直後、文部省のほうから
の達しがございまして、それ以外の大陸から帰っ
てこられる方々も受け入れるということがご、ざ、い
ました。京城帝大とか台北帝大とか、今日のハル
ピン学院とか建国大学とか、その他諸々の旧制の
高等学校の方々、こういう方々が予科へ入って、
大学におられた方は学部に入るという形で愛知大
学が設立された、そういう経緯がございます。そ
ういう意味で、愛知大学は文字通り東アジアの中
に設立された学校という位置づけもできるわけで
ございます。
そこでそういうことも踏まえて、今日は東亜同
文書院卒業生の小崎先生のお話も含めまして、あ
と佐藤先生（建国大学）、谷先生（ハルピン学院）
のお 2 人をお招きいたしまして、少しご経験を交
えて、このようなタイトルで、本日の講演会を閲か
せていただきたいということでございます。また、
この後ろのほうに 2 部屋分、展示コーナー、ある
いはビデオの部屋を用意してございますので、お
帰りの時にでもお立ち寄りいただければ大変あり
がたいと思っております。本学は展示施設を持っ
ておりまして、今回は会場の都合もありましてそ
の中から資料をピックアップしてまいりましたけ
れども、またお立ち寄りいただければありがたい
というふうに思っております。
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